




































ロリーを調整したCox proportional hazards regression modelにより､ハザード比および95%信頼区間
を算出した｡加えて､食事パターンの分位別に転倒骨折発生の累積曲線をKapran-Meier法により作
図した｡
<結果>
2002年時点で､調査対象地域に70歳以上の者は2,730名が居住していた｡研究調査の承諾が得ら
れた者のうち､追跡調査に同意しない者､食事データが不備な者､認知障害の者を除外し､最終的
に877名について追跡調査を行った｡骨折を起こした者のうち､交通事故や外傷が原因である者を
解析対象から除外し､転倒による骨折者28名と骨折をしていない者838名について解析を行った｡
食事状況について主成分分析によって食事パターンを検討したところ､野菜食パターン､肉食パ
ターン､日本食パターンの3種が抽出された｡食事パターンと有意に関連してかつ一定の傾向がみ
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られた背景因子は過去6ケ月間の転倒経験のみであり､野菜食パターンにあてはまる者ほど､転倒
経験が少ないという傾向がみられた｡その他の背景因子､栄養素､単一の食品については､食事パ
ターンとの明確な関連はなかった｡
転倒骨折に関連しうる食事パターンについて検討したところ､野菜食パターンによくあてはまる
者は､あてはまらない者に対し､性･年齢･ BMlを調整したハザード比が2･67(95%C1-1･03-6･90)で
あった｡また､野菜食パターンの分位別に転倒骨折発生の累積曲線を作図すると､野菜食パターン
によくあてはまる者は､あてはまらない者に比べ累積転倒骨折頻度が高かった｡このことから､
野菜食パターンによくあてはまる者は転倒骨折のリスクが高いことが示された｡一方､肉食パター
ンにややあてはまる者は､あてはまらない者に対し､性･年齢･BMI･エネルギー摂取量を調整し
たハザード比が0.36 (95%C1-0.13-0.94)であった｡また転倒骨折発生の累積曲線を作図すると､肉食
パターンにあてはまる者は､あてはならない者に比べ､累積転倒骨折発生頻度が低かった｡このこ
とから､適度に肉食パターンにあてはまる者は転倒骨折のリスクが低いことが示された｡
<結論>
以上のことから､わが国における高齢者の現状の食習慣においては､適度な肉類を摂取すること､
そして過度な野菜の摂取に偏らないことが､転倒骨折の予防として有用であることが示唆された｡
本研究におけるこれら結果は欧米の先行研究の一部とは一致しない一方､アジア伝統医学の食養生
の記載と合致している｡食事についてはその土地の食文化を背景として論ずるべきであることが示
唆された｡
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【所定様式⑱No.1】大学院の課程による者(課程博)
審　査　結　果　の　要
所属専攻･分野名　医科学　専攻･　先進漠友治療医学….分野-一一一一-一一一一
氏名"______門最.__鷹武""_._____-
牛乳や大豆製品などの食品､またカルシウムやビタミンDなどの栄養素は･骨の健康に関わる要因の一つ
であるとした先行研究が散見される｡一方､骨は複雑な生体組織であり､その維持には多種の微量栄養素が幅
広い領域で関与しているため､単一の食品ないし栄養素のみでは､骨折への評価が十分にできないことが懸念
されている｡そのため､いくつかの先行研究では食品を食事パターンとして分類し､食品摂取の複合的な要因
と骨密度との関連を明らかにしているoしかしながら､臨床上の最終的な目標は骨密度よりむしろ骨折発生の
予防である｡そこで本研究では､食事パターンと骨折との関連に着目し･前向きコホ-ト調査により検討を行
っている｡
調査対象者は70歳以上の高齢者である｡研究調査の承諾が得られた者のうち･追跡調査に同意しない者､
食事データに不備がある者､認知障害が懸念される者を除外し､ 877名に対し49か月の追跡調査を行ってい
る｡最終的に転倒による骨折者28名と骨折をしていない者838名について因子分析により食事パターンを検
討し､野菜食パターン､肉食パターン､日本食パターンの3種を抽批転倒骨折に関連しうる食事/iターンに
っいて検討したところ､野菜食′loターンによくあてはまる者は､あてはまらない者に対し､性･年齢･BMI
を調整した転倒骨折ハザード比は2･67(95%CI=1･03-6･90)｡また､野菜食パターンの分位別に転倒骨折発生の
累積曲線を作図すると､野菜食パターンによくあてはまる者は､あてはまらない者に比べ･累積転倒骨折頻度
が高いことが明らかとなった｡このことから､野菜食パターンによくあてはまる者は転倒骨折のリスクが高い
ことが示された｡一方､肉食パターンにややあてはまる者は､あてはまらない者に対し･性･年齢･BMトエ
ネルギー摂取量を調整した転倒骨折ハザード比は0･36 (95%CI=0･13-0･94)oまた転倒骨折発生の累積曲線を作
図すると､肉食パターンにあてはまる者は･あてはならない者に比べ､累積転倒骨折発生頻度が低いことが明
らかとなった｡このことから､適度に肉食′てターンにあてはまる者は転倒骨折のリスクが低いことが示されたo
日本食パターンでは､転倒骨折との間に有意な関連はみられなかったo食に関する研究は､その土地の食習慣
も踏まえた検討がなされるべきであるoしたがって､これら成果は我が国の高齢者に対する転倒骨折の予防に
寄与しうる重要な知見になるものと考えられる｡
本研究の意義･独創的な点は､食品を食事として捉え複合的な食品摂取が及ぼす影響について検討したこと､
さらに臨床上のアウトカム指標として骨折の発生に着目したことであるoこれらの関連を明らかにした研究は
現在のところみあたらず､新知見の成果が得られている｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
-28-
